
 「元気にする病院運営を考える！～病院の元気・地域の元気・市の元気～」というテーマ

で第15回杵築市地域医療フォーラムが2026年3月14日に開催されました。今回は“元気”

が重要なキーワードでした。病院経営も物価、人件費の高騰に努力が及ばずピンチの連続

です。昨今の世界情勢もウクライナ、ガザ、イランと命が脅かされる“ 元気 ”がなくなる

話ばかりです。地域の“ 元気 ”には何が必要なのか？地域医療の“ 元気 ”を柱に議論を進

めました。地域医療で健康で安心・安全な“ 元気 ”を創出することは簡単ではありません。

まずは地域の現状を知り、理解し、分析し、意思決定して迅速に行動に移す必要があります。

　フォーラムでは最初に当院の事業係、中根主査から “ 元気 ”を生み出すこれまでの活動の一部として、無料通

院支援や先進的な DX 化の取り組みを紹介しました。病院の昨年度決算は久々の赤字となり、打開策として今年

度は、年間 400 回を目標に健康出前講座を開始しました。何よりも当院を知っていただく、ご利用いただくとい

う原点に立ち返り、地道な活動を重視しました。様々な努力により入院で当院を利用していただける患者数も徐々

に回復し、来年度の診療報酬改定に加え、更なる支出削減で“ 元気 ”を取り戻す工夫を続けています。大分三愛

メディカルセンターの秦圭治係長から広報の様々な取り組みをご紹介いただきました。健康出前講座は広報の一

手段でもありますが、職員の頑張りを表現する広報が弱いと感じていました。お話の中で多くのヒントを得ました。

とにかく熱意を持って現場と向き合い、心をこめて広報する意義を感じました。熊本県・甲佐町の谷田病院、藤

井将志事務部長からは実際に町を“ 元気 ”にしている様々な取り組みをご紹介いただきました。地域を“ 元気 ”

にするお手本であり強い刺激を受けました。まずは模倣でも良いので参考にして早速開始したいと思います。野

村ヘルスケア・サポート & アドバイザリーの千葉穣様からは持続可能な地域医療を目指した地域医療連携推進法

人について実例を交えてご紹介いただきました。杵築市に必要な地域医療のグランドデザインを示していただき

ました。

　後半のシンポジウムの冒頭に杵築市医療介護連携課の英哲郎課長から杵築市の医療の現状について説明をいた

だき、杵築市は現状のままでは財布の流出、命の流出、未来の消失と強いメッセージをいただきました。これは

医療費は市外に流出、救急は市内で完結できない、このままでは未来は厳しいということです。これらを踏まえ

て“ 元気 ”にするには？と問うシンポジウムになりました。

杵築市行政と医療・介護施設が一丸となり、未来を見据えた

新たな医療体制の構築について、永松市長を助言者として話

し合うことができました。

　今回の企画は小さなきっかけにすぎませんが、多くの杵築

市民に未来の地域の医療体制に関心を持っていただき、次世

代のために実り多い“ 元気 ”の種を蒔き、育てたいと考えて

います。

※フォーラムの抄録は病院 HP にて公開中です。
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